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※行の挿入・削除、セルの結合は絶対に行わないこと。 （単位：千円）

電話番号 第一次交付限度額

メールアドレス 第二次交付限度額

交付対象経費 第三次交付限度額（地方単独分） 133,325                         
1/23以降緊急事態措置等

に係る別途算定額

国庫補助事業費 第三次交付限度額（補助裏分） 9,213                            うち法定率事業分 475           

地方単独事業費
第三次交付限度額のうち

本省繰越希望額
（第三次地単分＋法定率事業分以内）

交付限度額計

Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

454,551 18,135 8,774 445,776 - - 1 

1 単 35
釧路東部消
防組合負担
金

①新 ウ 染防 策 要 消
耗品や消毒用器材等を購入し、救急隊員等への感染防
止を図る。
②③感染症対策用消耗品及び備品購入要する費用を
交付対象経費とする。
・救急消耗品　1,756千円（救急活動消耗品（マスク、ディ
スポ感染防止衣上下等）1,328千円、気道管理用資器材
（酸素マスク）341千円、消毒用薬剤等（消毒用アルコー
ル、衣服等全身消毒薬等）87千円）
・被服　2, 799千円（リユースタイプ感染防止衣上衣＠
49,280円×26着＝1,282千円、リユースタイプ感染防止
衣下衣＠17,930円×50着＝897千円、感染防止衣下衣
88千円、感染防止用バイザー付きヘルメット＠19,719円
×27個＝533千円）
・救急備品　2,823千円（救急車除染用オゾンガス発生装
置一式1,416千円、電動ファン付呼吸用保護具一式675
千円、気道管理用資機材（酸素ボンベ等）546千円、自
動心臓マッサージ器バッテリー2個186千円）
　計7,378千円
④厚岸消防署

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 7,378 7,378 - - 
R2補正
（地）

2 単 48
緊急経済対
策漁業者支
援資金

①資金繰りに困窮した漁業者への融資に係る利子補
給、保証金補助を行うことにより支援を図る。
②③貸付件数6件、利子補給84千円、保証料補助51千
円
④漁業収入額が減少した漁業者

－ － － － －
Ⅱ-２．資金繰

り対策
㉑いずれも該

当しない
R2.4 R3.3 135 135 - - 

01ｺﾛﾅ対策資金貸付要領（厚岸
漁協要領）

R2補正
（地）

3 単 48
緊急経済対
策資金融資

①資金繰りに困窮した事業者への融資に係る利子補
給、保証金補助を行うことにより支援を図る。
②③貸付件数78件、利子補給8,432千円、保証料補助
28,954千円、振込等手数料1千円
④前年同月比で15％以上売上額が減少したなど要件を
満たす町内中小事業者

－ － － － －
Ⅱ-２．資金繰

り対策
㉑いずれも該

当しない
R2.4 R3.3 37,387 37,387 - - 

02-1緊急資金融資に関する規
則、02-2緊急資金融資に関する
規則の一部を改正する規則、
02-3緊急資金融資に関する規
則の一部を改正する規則

R2補正
（地）

4 単
緊急経済対
策支援給付
金

①町内の特定事業者に対し、給付金を支給し事業の支
援と継続を図る。
②③給付金：飲食・旅館業54事業者×＠600千円、2事
業者×＠100千円、生活必需物資供給小売90事業者×
100千円、自動車販売業17事業者×500千円、水産物仲
卸業11事業者×500千円、水産加工業7事業者×1,000
千円、運送業2事業者×1,000千円、建設業・製造業ほ
か125事業者×100千円、業務委託料652千円
④前年同月比で30％以上売上額が減少したなど要件を
満たす給付対象業種を営む町内事業者

－ ○ － ○ －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.4 R3.3 77,752 77,752 - - 
R2補正
（地）

5 単
緊急経済対
策応援券発
行

①地域商品券を配付することにより、町民の生活を支援
するとともに商工業者の事業の継続と生活の支援を図
る。
②③需用費（商品券印刷等）1,129千円、役務費（商品
券送料）1,551千円、（新聞折込手数料）21千円、委託料
（換金等事務委託料）3,300千円
【補助金（商品券）】配布9,125人×6千円＝執行額
53,084千円+執行残額1,666千円
④全町民

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 59,085 59,085 - - 03応援券事業実施要綱
R2補正
（地）

6 単 54
緊急経済対
策牛乳券給
付

①小中学校生一人につき1千円分の牛乳贈答券を配付
し、子どもの健康増進及び消費が落ち込んでいる牛乳
消費拡大を図る。
②③牛乳贈答券881人×1,000円＝881千円、牛乳贈答
券送料214千円
④町内小中高校生

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R2.6 1,095 1,095 - - 
R2補正
（地）

7 単 106
厚岸町子育て
世帯応援臨
時給付金

①緊急事態措置により、児童の養育のため仕事を休ん
でいる保護者や感染のリスクを気にしながらも、やむを
得ず保育所・児童館を利用している保護者の心理的、
経済的負担軽減を目的とする。
②子育て世帯への臨時特別給付金受給児童１人につき
20千円を支給する。
③総額18,118千円　879人×20千円＝17,580千円、シス
テム改修費391千円、通信運搬費84千円、振込手数料
63千円
④対象児童の保護者

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 18,118 18,118 - - 
R2補正
（地）

個人を対
象とした
給付金等

移替先 総務省 525,174                                                                                  

担当部局課名 総合政策課財政係 9,361                                                           本省繰越予定額                   133,325

                                                                                  133,325担当者氏名 大丸拓也 436,415                                                        配分予定額計 391,849                  

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

合計

Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

★★令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

都道府県名 北海道 0153-52-3131 第一次配分額 90,075                   90,075                                                                                   

292,561                                                                                  

都道府県・市町村コード（５桁） 01662 445,776                                                        第三次配分予定額
（本省繰越希望額を除く）

9,213                     

地方公共団体名 厚岸町
zaisei@town.akkeshi.lg.jp

第二次配分額 292,561                  
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

8 単

緊急経済対
策多量の一
般廃棄物処
理手数料減
免

①一般廃棄物処理手数料の減免を行い、新型コロナウ
イルス感染症の影響により、厳しい経営状況が続く町内
事業者の事業継続を支援する。
②ごみ処理手数料の減免に係る費用。
③314千円（飲食店・宿泊業・サービス業36件）
④町内事業者

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 314 314 - - 
R2補正
（地）

9 ○ 単
水道事業会
計操出

①水道料金の免除を行い、新型コロナウイルス感染症
の影響により厳しい経営状況が続く町内事業者の事業
継続を支援する。
②水道事業会計に繰り出し、業務用の5、6月使用分の
水道使用料免除に要する費用を交付対象経費とする。
③14,126千円（5月分6,810千円、6月分7,316千円）
④町内事業者

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 14,126 14,126 - - 
R2補正
（地）

10 ○ 単
簡易水道事
業特別会計
操出

①水道料金の免除を行い、新型コロナウイルス感染症
の影響により厳しい経営状況が続く町内事業者の事業
継続を支援する。
②簡易水道事業特別会計に繰り出し、業務用の5、6月
使用分の水道使用料免除に要する費用を交付対象経
費とする。
③225千円（5月分137千円、6月分88千円）
④町内事業者

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 225 225 - - 
R2補正
（地）

11 ○ 単
下水道事業
特別会計操
出

①下水道料金の免除を行い、新型コロナウイルス感染
症の影響により厳しい経営状況が続く町内事業者の事
業継続を支援する。
②下水道事業特別会計に繰り出し、業務用の5、6月使
用分の下水道使用料免除に要する費用を交付対象経
費とする。
③2,101千円（5月分1,035千円、6月分1,066千円）
④町内事業者

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 2,101 2,101 - - 
R2補正
（地）

12 単 12
役場庁舎感
染症対策

①庁舎内の飛沫感染リスクの軽減及び職員を含む来庁
者の安心安全ンの確保を目的とする。
②③感染症対策用消耗品及び備品購入、資機材購入
に要する費用を交付対象経費とする。
・可動式パーテーション　10台　693千円
・サーマルカメラ及び及びデジタルサイネージ　一式
555千円
・サーマルカメラ用ＨＤＭＩケーブル、ＬＡＮ線等　一式　6
千円
・使い捨てストレッチポリ手袋　7,500枚　58千円
・アクリルパーテーション（議会及び会議用）　25枚　165
千円
・庁舎内職員用備蓄マスク　4,000枚　80千円
・体温計（接触型）　３本　10千円
・アマノールＮＫＨ（消毒液）　15缶（１缶15㎏入）　88千円
・手指消毒液　30本（噴射ポンプ付）　114千円
・感染症対策用アクリルパーテーション（窓口用）　30枚
495千円
・消毒液足踏みポンプスタンド　11台　448千円
・除菌ウエットティッシュペーパー　200箱　84千円
・飛沫防止シート資材（アクリルパネル 木材）45千円

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R2.9 R3.3 2,841 2,841 - - 

R2補正
（地）

13 単 36
避難所感染
症対策備蓄
品整備

①避難所の衛生環境を守るため、感染症対策に関する
備蓄品を整備する。
②感染症対策に用いる消耗品及び備品購入に充当す
る。
③31,436千円（消耗品10,449千円、備品20,767千円、委
託料220千円）
【消耗品内訳】
手指消毒液（175本／173,250円）、体温計（70本／
184,800円）、除菌用アルコールティッシュ（255個／
106,590円）　ほか
※別紙①「消耗品一覧」参照
【備品内訳】
非接触型体温計（8本／109,560円）、組み立て式トイレ
（10台／764,500円）、間仕切りテント（パーテーション型）
（300セット／6,237,000円）　ほか
※別紙②「備品一覧」参照
【備蓄品管理システム整備委託料】220,000円
④町内避難場所及び避難所

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
⑤防災IT化 R2.9 R3.3 31,436 31,436 - - 

R2補正
（地）

14 単
インフルエン
ザワクチン予
防接種

①インフルエンザの流行時期において、症状では見分
けがつきにくいインフルエンザ患者と新型コロナウイル
ス感染症疑いの者が混在し、医療機関に負荷がかかる
ことを予防し、ひいては町民の両感染症の感染予防に
資することを目的に、従来費用助成対象外であった19歳
以上64歳未満の全町民を対象にインフルエンザ予防接
種に係る経費の一部を助成する。
②インフルエンザ予防接種に要した費用から1,100円を
控除した額を助成（生活保護受給者は要した費用の全
額を助成）
③7,716千円（助成額2,310円×1,497人＝3,458千円　助
成額3,410円×160人＝546千円）

－ － － － －
Ⅰ-３．医療提
供体制の強化

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.3 4,004 4,004 - - 
R2補正
（地）

15 補 100
母子保健衛
生費補助金

厚労

①対面で行ってきた保健指導や個別相談などの母子保
健事業をオンラインでも実施する体制を整備すること
で、感染症が流行する中であっても必要な保健指導が
実施できる。
②オンライン保健指導等を実施するための通信設備の
開設経費やタブレットPC、その他必要な周辺機器を整
備する。
③総額1,681千円（タブレットPC3台×＠217＝651千円、
ソフトウエア3台分＝77千円、オンライン保健指導用ディ
スプレイ1台＝46千円、スクリーン1台＝55千円、プロ
ジェクター1台＝278千円、周辺機器（マイク、スピー
カー、ケーブル、アダプタ、マウス、USBハブ）各3セット
＝97千円、ハードウェア設定一式＝110千円、母子保健
事業アプリ有料オプション＝330千円、モバイルwifiルー
タ1台＝27千円 契約手数料・通信料＝10千円

－ － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

④行政IT化 R2.9 R2.12 1,681 1,681 840 841 - - 
令和2年度母子保健医
療対策総合支援事業
(厚生労働省）

R2補正
（国）
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業

費

補助対
象外経

費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付

金

③事業者
への家賃

支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

16 単
漁業者経済
対策経営支
援給付金

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けている町内
の漁業者へ給付金を支給し、事業の維持・継続を支援
する。
②③421件×100千円＝42,100千円
④町内漁業者

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 42,100 42,100 - - 
R2補正
（地）

17 ○ 単
漁業者経済
対策経営持
続化給付金

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けている町内
の漁業者へ持続化給付金を支給し、事業の維持・継続
を支援する。
②③435件×200千円＝87,000千円、委託料430千円
④町内漁業者

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 87,430 87,430 - - 
R2補正
（地）

18 単
漁業者経済
対策カキ養殖
支援

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けているカキ
養殖漁業者向けに、厚岸漁業協同組合が行うカキ種苗
購入助成へ支援を行い、カキ養殖漁業者の経営の安定
を図る。
②③弁天カキ分2,415千円+カキえもん分2,621千円＝
5,036千円
④厚岸漁業協同組合

－ － － ○ －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 5,036 5,036 - - 
R2補正
（地）

19 単
農業者経済
対策経営支
援給付金

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けている町内
の農業者へ給付金を支給し、事業の維持・継続を支援
する。
②③助成金　100千円×93件＝9,300千円、委託料（申
請業務等）55千円
④町内農業者

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.3 9,355 9,355 - - 
R2補正
（地）

20 単  

きのこ生産者
経済対策経
営支援給付
金

①町内のしいたけ生産事業者に対し、給付金を支給し
事業の支援と継続を図る。
②③給付金：しいたけ生産事業者9事業者×＠100千円
=800千円
④町内きのこ生産者

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3 800 800 - - 
R2補正
（地）

21 単 71
観光客誘客
促進助成事
業

①国のGo Toトラベルや道のどうみん割の利用枠が少
なくなるであろう12月以降に、町内施設の宿泊者に対し
割引を実施し利用者の増加を図る。
②町内施設の宿泊者(1泊2食付)に対する5千円の宿泊
費補助。
③総事業費：685千円（5千円（宿泊割引）×137人）
④町内宿泊施設の宿泊者

－ － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.2 685 685 - - 
R2補正
（地）

22 単 71
観光客誘客
促進助成事
業

①町内アウトドア体験を無料で提供し、町の魅力を認識
してもらうとともに、経営に影響を受けている町内宿泊施
設及び体験観光事業者の利用者数の増加を図る。
②町内施設の宿泊者に対する町内アウトドア体験費の
補助
③・カヌー体験（カヌーツーリング・ショートコース）：112千
円（13千円（大人１人）×1人、10千円（大人2人～）×4
人+（9千円（大人1人）×1人、7.5千円（大人2人～）×6
人、5千円（子ども1人）×1人）（合計13人）
・ネイチャーウォッチング：9千円（9千円（大人1人）×1人
（合計1人）
・ワカサギ釣り：26千円（4.5千円（大人１人）×5人、3.5千
円（子ども１人）×1人）（合計6人）
④町内宿泊施設の宿泊者

－ － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.3 147 147 - - 
R2補正
（地）

23 ○ 単 73
観光客誘客
促進映像等
制作事業

①新型コロナウイルスの影響により、町特産品の需要
や観光入込客数が大幅な減少をしており、特産品や町
のPRを行うことで、特産品の消費拡大や観光客の誘客
を図る。
②新聞広告及びCM用動画作成等委託料
③新聞広告（一面カラー）3,465千円、CM動画作成及び
テレビ放映（11月～3月 、スポットCM15秒、毎月25本放
送）：5,995千円
④北海道全域での新聞広告掲載及びテレビCM放映、イ
ンターネットによる動画配信

－ － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.3 9,460 9,460 - - 
R2補正
（地）

24 ○ 単

桜・牡蠣まつ
り等出店業者
支援給付金
事業

①新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受け、令
和２年度に出店ができなくなった町内の桜・牡蠣まつり
及び牡蠣まつり出店事業者に対し、給付金を支給し、事
業の支援と継続を図る。
②③　給付金：11事業者×＠100千円
④桜・牡蠣まつり及び牡蠣まつり出店事業者

－ ○ － ○ －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規

模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R2.10 1,100 1,100 - - 
R2補正
（地）

25

26 単
事業者感染
症防止対策
支援

①町内の事業者が行う感染症拡大防止対策に係る設
備導入や資材購入費用を補助することで町内における
感染症拡大の防止を図る。
②③補助金（設備導入及び工事費に対する補助金10事
業者×300千円＝3,000千円、感染防止対策資材購入
の補助金20事業者×100千円＝2,000千円）
④一定の感染症拡大防止対策を行った事業者

－ － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業

等に対する支
援

㉑いずれも該
当しない

R2.10 R3.3 5,000 5,000 - - 
R2補正
（地）

27 補 12
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援
事業）
①感染リスクを最小限にしながら学校を再開し、十分な
教育活動を継続するため、学校における感染症対策を
徹底しながら児童の学びの保障をする体制の整備を促
進する。
②感染症対策及び学習保障に係る物品等の購入
③テレビ50型＠62,700円×8台　その他備品11,614千円
サーキュレーター＠6,050円×60台　その他消耗品725
千円
医薬材料費（手指消毒液＠3,910円×32缶）125千円
原材料費（テレビ台用資材購入）122千円

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R2.7 R3.3 12,586 12,586 6,000 6,586 - - -         

学校保健特別対策事
業費補助金（学校再開
に伴う感染症対策・学
習保障等に係る支援
事業）
（文部科学省）

R2補正
（国）
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Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
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への給付

金

③事業者
への家賃

支援

特定事業
者等支援
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経済対策と

の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当

関係）

事業
始期

事業
終期

28 補 12
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

（感染症対策のためのマスク等購入支援事業）
①学校再開等にあたり集団感染のリスクを避けるため、
保健衛生用品等の整備に必要な経費を補助することに
より、児童が安心して学ぶことができる体制の整備を促
進する。
②感染症対策に係る消耗品（消毒液等）
③感染症対策消耗品費209千円（手指消毒液@3,910円
×46缶=185,240円、消毒用ゴム手袋170組=23,775円、
次亜塩素酸ナトリウム＠450円×12本=5,400円）
④各小中学校

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 209 208 104 104 - - 1         

学校保健特別対策事
業費補助金（感染症対
策のためのマスク等購
入支援事業）
（文部科学省）

R2補正
（国）

29 単 103

家庭学習の
ための通信機
器整備支援
事業

①新型コロナウイルス感染症や自然災害の発生等によ
る学校の臨時休業等の緊急時においてもICTの活用に
より児童生徒が家庭でも学習を継続できる環境を整備
するにあたり、学びの保障と教育の機会均等の観点か
ら経済的にWi-Fi環境を用意することが困難な家庭に貸
与する通信機器（モバイルWi-Fiルーター）を購入する。
②モバイルWi-Fiルーター購入費用
③必要額652千円（40台）
④経済的にWi-Fi環境を用意することが困難な家庭

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.9 R3.3 326 326 - - -         

公立情報機器整備費
補助金（家庭学習のた
めの通信機器整備支
援事業）
（文部科学省）

R2補正
（地）

30 補 103
公立学校情
報機器整備
費補助金

文科

①子供たちの学びを保障できるよう、新型コロナウイル
ス感染症や自然災害の発生等による学校の臨時休業
等の緊急時においても、学校と児童生徒のやりとりが円
滑にできる環境が必要となることを踏まえ、同時双方向
で遠隔学習を行う際に学校側で教員が使うマイク、カメ
ラ、三脚を整備する。
②遠隔学習実施に要する設備整備費用
③遠隔学習用消耗品費30千円（三脚@10,005円×6本
=60,030円）、遠隔学習用教材購入費85千円（Webカメラ
@25,000円×6台=84,480円）
合計115千円
④各小中学校

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.9 R3.3 210 210 105 105 - - -         

公立情報機器整備費
補助金（学校からの遠
隔学習機能の強化事
業）
（文部科学省）

R2補正
（国）

31 ○ 単 103
公立学校情
報機器整備
事業

―

①国が進めるGIGAスクール構想に係る1人1台PC端末
の実現
②児童生徒数1/3は地方財政措置で事業を進める。
③必要額17,660千円
3人に2台分について国からの定額補助（45,000円/台）
への上乗せ分
上乗せ単価25,000円（税込）×418台=10,450,000円
指導者分 70,000円×103台=7,210,000円
④各小中学校児童生徒及び教員

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.9 R3.3 17,660 17,660 - - -         

公立情報機器整備費
補助金（公立学校情報
機器購入事業）
（文部科学省）

R2補正
（地）

32 補 103
公立学校情
報機器整備
費補助金

文科

①災害や感染症の発生等による学校の臨時休業等の
緊急時においても、ICTの活用による学習保障ができる
環境を早急に実現するため、GIGAスクールサポーター
としてICT技術者を配置する。
②GIGAスクールサポーター配置費用
③委託料3,450千円
④各小中学校

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑨教育 R2.10 R3.3 3,450 3,450 1,725 1,725 - - 
公立学校情報機器整備費補助
金交付要綱

公立情報機器整備費
補助金（GIGAスクール
サポーター配置支援
事業）
（文部科学省）

R2補正
（国）

33 ○ 単 12
情報館感染
症対策

①　公共空間での感染機会を削減し、暮らしの安心安全
を確保するため。（図書館資料貸出後に利用者が資料
を除菌する機器一式と、会議室等の施設利用時におけ
る参加者の検温機器）
②③413千円（備品395千円+消耗品18千円）
備品　395千円（除菌ＢＯＸ１台　297千円　ブックカート１
台　22千円　マルチワゴン１台　43千円　案内板　33千
円）　消耗品　18千円（非接触型体温計　9千円×２台)
④来館者

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.1 413 413 - - 
R2補正
（地）

34 単
保健福祉総
合センター感
染症対策

①庁舎内の飛沫感染リスクの軽減及び職員を含む来庁
者の安心安全の確保を目的とする。
②③感染症対策用消耗品購入に要する費用
・プラスチックグローブ　116箱　93千円
・ハンドタオル　13箱　64千円
・消毒液　7缶　62千円
④保健福祉総合センター庁舎

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R3.3 R3.3 219 219 - - 

R2補正
（地）

35 単
老人福祉施
設感染症対
策

①老人福祉施設内の新型コロナウイルスの感染リスク
の軽減と接触機会回数の低減に必要となる器材を購入
し、施設を利用する高齢者及び施設職員の感染防止を
図る。
②③感染症対策に必要な備品購入費用を対象経費とす
る。
・オムツ交換車　２台　440千円
・大型痰吸引器　１台　247千円

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
①３密対策 R3.3 R3.3 687 687 - - 

R2補正
（地）

36


	通常分様式

